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※　答は〈解答用紙〉に記入しなさい。

 eq \o\ac(□,一)　次の文を読み、後の設問に答えなさい。
　吾輩は猫である。名前はまだない。

　どこで生まれたか頓と見当がつかぬ。何でもアウスグラいじめじめした所でニャーニャー泣いていた事だけは記憶している。吾輩はここで始めて人間というものを見た。しかもあとで聞くとそれは書生という人間中で一番獰悪な種族であったそうだ。この書生というのは時々我々を捕えて煮て食うという話である。しかしその当時は何という考もなかったから別段恐ろしいとも思わなかった。ただ彼の掌に載せられてスーと持ち上げられた時何だかフワフワした感じがあったばかりである。掌の上で少し落ち付いて書生の顔を見たのがいわゆる人間というものの見始であろう。この時妙なものだと思った感じがａ今でも残っている。第一毛を以て装飾されるべきはず eq \o\ad(の顔がつるつるしてまるで薬缶だ。のみならず顔の真中が余りに,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
イトッキしている。そうしてその穴の中から時々ぷうぷうと烟を吹く。どうも咽せぽくて実に弱った。これが人間の飲む咽草というものである事は漸くこの頃知った。

　この書生の掌の裏でしばらくはよい心持ちに坐っておったが、暫くすると非常な速力で運転し始めた。書生が動くのか自分だけが動くのか分からないがむやみに眼が廻る。胸が悪くなる。到底助からないと思っていると、どさりと音がして目から火が出た。それまでは記憶しているがあとは何の事やらいくら考え出そうとしても分からない。

　ｂふと気が付いて見ると書生はいない。沢山おった兄弟が一疋も見えぬ。肝心の母親さえ姿をウカクしてしまった。その上ｃ今までの所とは違ってむやみに明るい。眼を明いていられぬ位だ。果てな何でも容子が可笑いと、のそのそ這い出して見ると非常に痛い。吾輩は藁の上から急に笹原の中へ　　　のである。

　漸くの思いで笹原を這い出すと向こうに大きな池がある。吾輩は池の前に坐ってどうしたらよかろうと考えてみた。別に是という分別も出ない。暫くして泣いたら書生が又迎に来てくれるかと考え付いた。ニャー、ニャーとエココロみにやって見たが誰も来ない。その内池の上をさらさらと風が渡って日が暮れかかる。

　　　　　　　　　　　　　　（夏目漱石　『吾輩は猫である』）

問一　―部ア～エのカタカナを漢字に直しなさい。

問二　―部ａ・ｃの「今」は、どの時点のことを言っているのか。最も適当なものを、次の中からそれぞれ一つずつ選びなさい。

ア　書生の掌に載せられた時点

イ　非常な速力で運転し始めた時点

ウ　笹原でふと気が付いた時点

エ　自分の過去を回想して語っている時点

問三　―部ｂ「ふと気が付いて見ると書生はいない」とあるが、書生は何をしたのかを考えて、　　　にあてはまる適当な語句を漢字を交えて五字で補いなさい。

問四　次の文中の　　　①～⑥にあてはまる最も適当な語を、後の語群からそれぞれ選んで補い、〔　　〕ａ・ｂには本文中の語をそれぞれ補いなさい。

　「吾輩」という呼称はどこか　①　さを感じさせるニュアンスのある語である。それをまだ名前もなく、どこで生まれたかも分からない猫という小動物と結び付けたところに、すでに　②　が出ている。この滑稽で可哀相な吾輩は初めて見た人間の顔を〔　ａ　〕と思い、〔　ｂ　〕と馬鹿にしたように言っている。滑稽であるが、手厳しい　③　が込められている。このことを表現の方法として見ると、漱石は、　④　を採り、　⑤　の　⑥　による人間の対象化を行っているのである。『吾輩は猫である』が　⑤　の　⑥　を通して人間社会に対する批判や　③　を行った作品として評価されるのは、この方法を漱石が自覚して深めたからである。

ア　目　　　　イ　人間　　ウ　おかしさ　　エ　非難

オ　楽しさ　　カ　口　　　キ　尊大　　　ク　擬人法

ケ　生意気　　コ　風刺　　サ　比喩　　　シ　猫

 eq \o\ac(□,二)　次の文を読み、後の設問に答えなさい。
　むかし、若き男、アけしうはあらぬ女を思ひけり。①さかしらする親ありて、思ひもぞつくとてこの女をほかへ追ひやらむとす。さこそいへ、まだ追ひやらず。人の子なれば、まだ心イいきほひなかりければ、とどむるいきほひなし。女も②いやしければ、すまふ力なし。さる間に、③思ひはいやまさりにまさる。にはかに、親、この女を追ひうつ。男、血の涙をながせども、④とどむるよしなし。ウゐていでていぬ。男、泣く泣くよめる。

いでていなばたれか別れのかたからむありしにまさるけふは悲しも

とよみて絶え入りにけり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『伊勢物語』四十段）

問一　―部ア～ウを現代かなづかいに書き改めなさい。

問二　―部①「さかしらする親」がとろうとした行動を本文中から十五字以内で抜き出しなさい。

問三　―部②「いやし」の意味を答えなさい。

問四　―部③の「思ひ」についての説明として最も適当なものを、次の中から一つ記号で選びなさい。

ア　親の、息子への思い

イ　息子の、親への思い

ウ　男と女のお互いの思い

エ　女の、男への思い

オ　男の、女への思い

問五　―部④について、だれが、だれを「とどむるよしなし」なのか答えなさい。

 eq \o\ac(□,三)　次の文を読み、後の設問に答えなさい。
　その昔この広い北海道は、私たちの先祖の　Ａ　の天地でありました。天真爛漫な稚児の様に、美しい大自然に抱擁されてのんびりと楽しく生活していた彼等は、真に自然の寵児、なんと言う幸福な人たちであったでしょう。冬の陸には林野をおおう深雪を蹴って、天地を凍らす寒気を物ともせず山又山をふみ越えて熊を狩り、夏の海には涼風泳ぐみどりの波、白い鴎の歌を友に木の葉の様な小舟を浮かべてひねもす魚をとり、花咲く春は軟らかな陽の光を浴びて、永久に囀る小鳥と共に歌い暮らして蕗とり蓬つみ、紅葉の秋は野分に穂揃うすすきをわけて宵まで　Ｂ　とる篝も消え、谷間には友呼ぶ鹿の音を外に、円かな月に夢を結ぶ。①ああなんという楽しい生活でしょう。平和の境、それも今は昔、夢は破れて幾十年、この地は急速な変転をなし、山野は村に、村は町にと次第々々に開けてゆく。太古ながらの自然の姿も何時の間にか影薄れて、野辺に山辺に嬉々として暮らしていた多くの民の行方も亦いずこ、僅かに残る私たち同族は、進みゆく世のさまにただ驚きの眼をみはるばかり、しかもその眼からは一挙一動宗教的観念に支配されていた昔の人の美しい魂の輝きは失われて、不安に充ち不平に燃え、鈍りくらんで行手も見わかず、よその御慈悲にすがらねばならぬ、あさましい姿、おお亡びゆくもの…それは今の私たちの名、なんという悲しい名前を私たちは持っているのでしょう。その昔、幸福な私たちの先祖は、自分のこの郷土が末にこうした惨めなありさまに変ろうなどとは、露ほども想像し得なかったのでありましょう。愛する私たちの先祖が起伏す日頃互いに意を通ずる為に用いた多くの言語、言い古し、残し伝えた多くの美しい言葉、それらのものもみんな果敢なく、亡びゆく弱きものと共に消失せてしまうのでしょうか。おおそれはあまりにいたましい名残惜しい事でございます。アイヌに生まれアイヌ語のなかに生いたった私は、雨の宵、雪の夜、暇ある毎に打集まって私たちの先祖が語り興じたいろいろな物語の中極く小さな話の一つ二つを拙い筆に書連ねました。

　　　　　　　　　　　　　（知里幸恵　『アイヌ神謡集』序文）

問一　　　　Ａ・Ｂにあてはまる最も適当な語を、次の中からそれぞれ一つずつ選びなさい。

ア　憧れ　　イ　神々　　ウ　自由　　エ　鯉

オ　鮭　　　カ　鯖

問二　―部①で「楽しい」理由を十五字以内で答えなさい。

問三　次の説明文の　　　①～⑤にあてはまる最も適当な語句を、後の語群からそれぞれ選んで補いなさい。

 　①　を持たないアイヌの心は口承によるユーカラによって伝えられた。幸恵のこの序文には、　②　と共に生きてきたアイヌの平和な生活をしのび、　③　の名のもとに土地を奪われ生活様式まで　④　され、次第に無力化する同族の姿を悲しみ、民族の行く末を憂い、アイヌの誇るユーカラを文字化して伝える事で、民族の誇りと　⑤　の精神を取り戻す願いが込められている。

　自立　　自然　　開発　　文字　　破壊

 eq \o\ac(□,四)　次の文を読み、後の設問に答えなさい。
　周の時代である。斉の国を桓公が治めていた。桓公は人材を得ようとして名臣・鮑叔牙に相談した。そこで彼は旧友の管仲を推薦した。これには①桓公がびっくりした。嘗て斉の国が乱れた時、桓公（当時の名は小白)はお守役の鮑叔とともに、兄の糾はやはりお守役の管仲とともに、それぞれ身を隠し、難を避けたことがあった。乱が収まり王位が空白になった時、小白と糾の兄弟は皮肉にも王位をかけて②骨肉の争いをする立場におかれた。戦いとなり管仲は小白に矢を射たが帯金に当り、小白は助かった。二人の争いは　Ａ　が勝ち、　Ｂ　は殺され、管仲は捕えられた。桓公（小白）を倒そうとし、命まで狙った、その管仲を鮑叔は推薦したのである。桓公が驚いたのも無理はない。だが桓公は旧恨をすて、管仲を宰相に任命し、管仲もまた桓公の信頼にこたえた。そして斉は強国となり、桓公は名君と称せられたのである。後年、管仲は往時を省みてこう言っている。自分がまだ役につかず貧乏していた頃、鮑叔と商売を始めた時、その利益の分前を多く取った。だが彼はずるいとは言わなかった。私の貧乏なのを知っていたからである。また私が戦いに敗れ、主君の糾は殺されたのに自分は生き残った。しかし彼はその私を恥知らずとは思わなかった。私の③大義の心を理解してくれたからである。私を生んだのは親であるが、私を本当に理解してくれたのは彼であると。管仲は鮑叔の温かい友情に深く感謝したのである。そして人々は管仲を登用した桓公も度量が広いが、国の為には自分の上位に管仲を推薦した鮑叔牙の徳を、たたえたという。

　　　　　　　　（司馬遷「史記」斉太公世家篇・管晏列伝より）

問一　全文を前後二段に分けるとすると後段はどこからか。その最初の五文字を書きなさい（句読点を含む）。

問二　―部①「桓公がびっくりした」のはなぜか。二十五字以内で説明しなさい（句読点を含む）。

問三　文中の　　　Ａ・Ｂにそれぞれ適切な人名を、次の中から選んで記号で答えなさい。

ア　管仲　　イ　糾

ウ　鮑叔　　エ　小白

問四　―部②「骨肉の争い」の意味を答えなさい。

問五　―部③「大義」の意味するところとして最も適切なものを、次の中から選んで記号で答えなさい。

ア　勝利者に迎えられるのは名誉なことである。

イ　一国の政治を指導し天下を動かすことである。

ウ　生き抜く大切さを人々に知らせることである。

エ　生きて亡き主君の志を引き継ぐことである。

問六　本文では、桓公・管仲・鮑叔の三人が、それぞれ高く評価されているが、その中でもより高く評価されているのは三人の中の誰か。名前を書きなさい。

 eq \o\ac(□,五)　次の―部のカタカナを漢字に直しなさい。
ア　キラキラカガヤいていた。
イ　異質なものをハイジョする。

ウ　ユイイツの正答。

エ　ジュヨウと供給。

オ　他人の生活のサマタげになる。










